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　2021年3月に発売した「N
ニューランド
uLAND®」

は、ランドセルの常識とは異なった布製の
ランドセルとして、SNSで拡散され、あっ
という間に完売しました。起業して3回目
のリリースとなった2023年モデルは、デ
パートのランドセル展示会や試着会への出
店依頼が殺到し、引く手あまただったと
言います。
　「展示会を沖縄県で開催したとき、『これ

まで10人の孫それぞれに、10万円ほどす
る革製の高級ランドセルをプレゼントして
きたけど、このランドセルを見て、これが
いいと思った』と言ってくれたおばあさん
がいました。高級ランドセルといえば、一
昔前からずっしりと重厚感のある革製品で
した。NuLAND®は柔らかくて軽く背負
いやすい。背中はメッシュ素材なので熱を
逃しやすい造りです。高温多湿な沖縄の小

新しい価値観・選択肢を提案する
新時代のランドセル「N

　 ニ ュ ー ラ ン ド 　

uLAND®」

　現在、多様な商品がある中で、理想的なランドセルをいち早く手に入れようとする「ラン活」がヒートアッ
プしています。ランドセルの2023年の平均価格は58,524円（税込）ですが、65,000円以上のものを購
入した家庭が33.3％と最多でした（ランドセル工業会「ランドセル購入に関する調査 2023年」）。高額化す
る一方で、「39,600円（Mサイズ 税込・送料別途）」という平均より低価格な選択肢が登場し、SNSで評判
となりました。しかも、これまでの常識をくつがえす布製です。開発したのは、2021年に起業した岡本直
子さん。そこには、単なるランドセル屋でなく、選択肢のある社会を創りたいという熱情がありました。

深読み！今月の

▶︎人気のカラー“グレー
プ”。フラップという
かぶせ部分をはずすと
リュックにもなる設計。

▲２０２３年リリースの
ランドセルは７色。多様
性を表す、虹をイメージ
した階段を子どもたち
が上っていく。

合同会社RANAOS　代表 岡本直子さんに聞く
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き、リュックで学校に通う小学生を見て、
ハッとしたのです」
　通学カバンといえばランドセルと慣習的
に思っていたり、学校がランドセル以外は
認めていないのではないかと思い込んでい
る人も多いようですが、文部科学省は、通
学カバンをランドセルと指定はしていませ
ん。岡本さんのお子さんが通う小学校では
リュックの通学も可能でしたが、革製のラ
ンドセルに代わる商品の中で、欲しいもの
が見つからなかったと言います。

今までにないランドセルを 
開発したい

　実は、多様な商品があるように見えたラ
ンドセルも、素材、色、デザイン、男児向
け・女児向けと、選択肢が限られていると
気がついた岡本さんは、今までにないもの
を作ると決めました。2021年春にランド
セルを発売するというゴールを設定し、急
ピッチで各所準備をスタートしました。
　開発にあたって、徹底して大切にしたの

学生にはぴったりと、長年、ランドセルを
購入してきたおばあさんが認めてくれたの
です」と、代表で開発者でもある岡本さん
は嬉しそうに話します。
　軽くて、低価格、誰にでも背負いやすい
ランドセルを追求した結果、双子や三つ子
のいる家庭や、ハンディキャップがあるな
どの多様なニーズを持つ子どもや保護者た
ちにも多く選ばれるようになったと言いま
す。

きっかけは、息子の小学校入学

　NuLAND®の開発・起業のきっかけは、
岡本さんの息子さんの小学校入学だったそ
うです。入学にあたって岡本さんが用意し
たのは、革製のランドセルでした。
　「安いもので十分と思っていたのですが、
子どもの友達や周りの家庭は、みな高級な
革製品を買っていました。なんとなく安い
ものでは……という気持ちになって、結局
は革製のランドセルを購入しました」
　しかし、子どもが学校に通う姿を見て、
別の選択肢があったのではないかと思い始
めました。
　「息子が入学したのは2020年で、コロ
ナ禍の真っ只中でした。長い休校が明けて
通学が始まった頃には初夏になっていまし
た。ゲリラ豪雨の日は、高い革のランドセ
ルが濡れて台無しになると気をもんだり、
猛暑で重たいランドセルを背負って汗だく
になって帰ってくると子どもの身体が心配
になる日もありました。また、コロナ感染
症の予防の観点から水筒を持参することに
なり、さらに重量が増しました。そんなと

2021年3月、サーキュラーエコノミーを追求した地球環境にも子どもにも優しい、新時代のスクールバッグ
「N

　ニューランド　
uLAND®」を発売。2022年度には、グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）を受賞。

本社：東京都渋谷区代官山町17-4　代表 岡本直子ラナオス

合同会社
RANAOS

これらがすべて入る大容量を実現。荷物が多くても両手が自由になるの
で、子どもたちに好評。
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はユーザーの声です。SNSで延べ8,000人
以上の保護者と小学生にアンケートを取り
ました。調査結果では、荷物が多い日は、
ランドセルの重さが5kg以上という答えが
8割を超え、肩こりや身体の痛みを訴えて
いる子どもたちが6割以上もいることがわ
かりました。小学校1年生の平均体重は、
男の子が21.8kgで女の子が21.3kg（令和
4年度学校保健統計）で、ランドセル本体
の重さはメーカーによって多少異なりま
すが、天然皮革のもので1,400g前後、人
工皮革のもので1,200g前後が一般的です。

「革のランドセルを買ったが、こんなに重
くて辛そうだとは思わなかった」「とにか
く負担を減らしてあげたい」という保護者
の意見が圧倒的でした。
　軽量化を目指すだけなら軽い素材を採用
するだけでよいのですが、地球環境にも優
しい素材にこだわり、循環型リサイクル生
地の「RENU®」を採用します。
　「RENU®の原料は古着やアパレル工場
から出る残反です。今は、学校でSDGsの
ことを学ぶ機会が増えましたが、毎日使う
身近な製品を通して環境を考えてほしいと
思っています。そして自分たちの未来のた
めにできることを考えるきっかけになれば
いいなと思います」
　また、細部までユーザーの意見に耳を傾
けました。例えば、ランドセルの中はプリ

ントや消しゴムのカスやゴミが溜まりやす
い、まさに“ブラックホール”だという保
護者の困りごとがありました。それならば
と、フルオープンできて中のものを取り出
しやすく、掃除しやすいようにしました。
そして、多くの保護者が「壊さないかヒヤ
ヒヤする」というタブレットを入れる、クッ
ション付きの専用ポケットを作りました。
　ただ、いくら頑張って軽いランドセルを
作っても、中に入れる荷物が多ければラン
ドセルは重いままです。タブレット端末の
配布が進む一方で教材が減らない、教材を
学校に置いておく「置き勉」が禁止という
ところもあります。そこで、岡本さんは、
子どもの荷物を減らす署名運動の「ラン軽
プロジェクト」を開始し、署名１万人を目
標に集め、文部科学省や各地の教育委員会
に伝えたいと思っています。

コロナ禍での起業・発売

　「本格的に準備をスタートしたのは、2020
年の秋ごろでしたので、そこから半年の間
で、商品開発、起業をすべて同時に進行し
ており、よくやったなと自分でも思います」
と当時を振り返る岡本さん。
　思うような色や形にならず発売直前まで
試作品を作ってはやり直して……を繰り返
しました。
　こうして、目標の2021年3月、4色の
ランドセルを発売しました。未来を担う
子どもたちに向けて、これまでの常識に
縛られない、新しい価値観を提供したい
という岡本さんの想いから、ブランド名
は、「新しい価値観＝新しい世界（ニュー・

地球環境にも優しい素材にこだわり、古
着やアパレル工場から出る残反の循環型
リサイクル生地「RENUⓇ」を採用
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深読み！今月の

ランド）」という意味の「NuLAND®」と
名付けられました。重さは、たった896g

（※2021年モデル）で業界最軽量レベルの軽
さを実現しました。にもかかわらず、マチ
が拡張できる機能付きで、大容量です。見
た目も、従来のコロンとした丸みのあるラ
ンドセルの形を引き継いだ可愛らしいもの
になりました。硬いランドセルを背負うこ
とが困難なお子様たちが「一日も早く買い
替えたい」というニーズがあり、2学期に
間に合うよう最初の納品を設定し販売して
いました。しかし、コロナ禍の影響で生産
国が長期ロックダウンしてしまったので、
購入されたお客様にアンケートをとって、
急ぐ理由のある方から少しずつ出荷して対
処しました。「納期がずれてしまったのが
本当に申し訳なかったです」と岡本さんは
いいますが、そこには子どもたちのことを
考えて、要望にできるかぎり応えたいとい
う姿勢があります。

世の中から求められることを 
ビジネスに

　少しでも社会を変えたいという活動は、
2023年春のモデルにも見られます。それ
は、一番要望が多かったカラーバリエー
ションの増加です。アンケート結果で一番
多かった、グレープ（紫）、オリーブ（緑）
を追加し、7色の展開で販売しました。ま
た、キービジュアルでは「多様性を象徴す
る虹の階段」を希望に満ちた子どもたちが
上っていく様を表現しました。
　「新色のグレープ（P.2に掲載）は男の子
に人気でした。『他にない』と言ってくれ
るんです。レースや刺繍はなく、シンプル

なデザインなので、性別に縛られずに自分
が好きなものを選べるようです。選択肢を
増やすのがいかに大事で、世の中から求め
られているかを実感しています。これはラ
ンドセルに限らず、あらゆる業界で通じ
る話で、そこにビジネスチャンスがあるの
ではないでしょうか」と、岡本さん。
　そのうえで、子どもたちに新しい社会の
デザインを伝えたいと話します。
　「私たちは単なるランドセル屋ではあり
ません。NuLAND®を通して、新しい選
択肢や価値観を受容し認められる社会の大
切さ、個性を大事にすることの大切さを伝
えていきたいです。そのためにこれからも
新しいものを生み出していきますので、楽
しみにしていてください」

文／平井明日菜、写真／提供RANAOS・P.2人物のみ上垣喜寛

ユーザーのニーズで、ファスナーでフルオープンになるデザインに。
取り出しやすいし、掃除もしやすい。

荷物を軽くしようと、ラン活
ならぬ、「ラン軽」プロジェ
クトを行っている。
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